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議会だ よ り

　
９
月
議
会
定
例
会
は
、
９
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１３

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
各
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
、
条
例
の
改
正
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
　
件
１９

で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同意教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて同意第６号

選任人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第２号

報告済令和４年度北海道初山別村健全化判断比率の報告について報告第２号

報告済株式会社しょさんべつ振興公社の経営状況ついて報告第３号

可決初山別村過疎地域持続的発展市町村計画の変更について議案第３３号

可決北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について議案第３４号

可決
フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
議案第３５号

可決
初山別村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について
議案第３６号

可決
初山別村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について
議案第３７号

承認

初山別村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第３８号

承認
初山別村教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例

の一部を改正する条例の制定について
議案第３９号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和５年度一般会計補正予算（第２号）
承認第７号

可決令和５年度一般会計補正予算（第３号）議案第３９号

可決令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第４０号

可決令和５年度介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第４１号

可決
令和５年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）
議案第４２号

可決令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第４３号

可決令和５年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）議案第４４号

認定
令和４年度北海道初山別村各会計歳入歳出決算等の認定

について
認定第１号



韻

議会だ よ り
　
　
委
員
の
同
意
等

■
教
育
委
員
会
委
員

　
初
山
別
村
字
初
山
別

　
　
伊
　
藤
　
太
　
一
　
氏

（
再
任
）

　
　

■
人
権
擁
護
委
員

　
初
山
別
村
字
明
里

　
　
松
　
本
　
弘
　
哉
　
氏

　（
再
任
）

　
　
報
告

■
令
和
４
年
度
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告

→
実
質
公
債
費
率
 ６
坩７
％

　
前
年
度
比

０
坩４
ポ
イ
ン
ト

■
株
式
会
社
し
ょ
さ
ん
べ
つ

振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

→
令
和
５
年
度
予
算
額

１
億
５
９
７
８
万
５
０
０
０
円

　
令
和
４
年
度
決
算
額

１
億
５
６
７
５
万
２
５
８
０
円

　
条
例

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
北
海
道
最
低
賃
金
の
改
定

に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
等

に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
等

に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

→
子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
教
育
・
保
育
給

付
に
係
る
利
用
者
負
担
額
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
改
正
。

　
　
承
認

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
５
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）】

　
３
６
８
万
円
を
追
加
し
、

　
億
７
７
９
１
万
４
千
円
に
。

２４　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
１
億
６
５
０
６
万
６
千
円

を
追
加
し
、　

億
４
２
９
８

２６

万
円
に
。

【
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育

成
支
援
協
議
会
】

垢
 斉
藤
議
員

　
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育

成
支
援
協
議
会
に
加
盟
し
て

い
る
自
治
体
で
の
就
職
者
の

実
績
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
４
年
間
で
　
名
の
方
が
就

８４

職
し
て
い
る
。

【
地
域
猫
活
動
事
業
】

垢
 斉
藤
議
員

　
前
回
去
勢
、
不
妊
手
術
が

で
き
な
か
っ
た
数
か
、
そ
れ

と
も
増
え
て
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
増
え
て
い
る
状
況
。

垢
 髙
場
議
員

　
活
動
を
毎
年
継
続
す
る
の

か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
増
え
て
い
る
状
況
の
た
め

実
施
と
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

→
４
千
円
を
追
加
し
、
２
億

２
１
９
０
万
５
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

→
１
９
６
５
万
５
千
円
を
追

加
し
、
２
億
０
６
８
４
万
５

千
円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

→
　
万
円
を
追
加
し
、
２
３

１４
７
４
万
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

→
７
４
７
万
１
千
円
を
追
加

し
、
１
億
５
２
９
６
万
７
千

円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

→
７
千
円
を
追
加
し
、
１
億

０
３
８
０
万
７
千
円
に
。

　
　
意
見
書
案

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
施
策
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

■
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社

会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意

見
書

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

報

告

承

認

補

正

予

算

委

員

の

同

意

条

例

意

見

書

案

提出者　長谷川議員提出者　加藤議員
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議会だ よ り
 

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
そ
し

て
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に

議
員

①
今
年
、
道
内
の
真
夏
日
は

１
ケ
月
以
上
続
き
、
最
長
記

録
を
更
新
し
た
。総
務
省
、
消

防
庁
が
発
表
し
た
８
月
　
日
２１

か
ら
　
日
の
熱
中
症
で
病
院

２７

に
搬
送
さ
れ
た
人
の
数
は
、
昨

年
同
期
に
比
べ
約
　
倍
に
あ

２５

た
る
９
３
５
人
、
東
京
都
４

１
０
人
を
超
え
全
国
１
位
で

あ
っ
た
。暑
さ
に
対
す
る
備
え

は
、
経
験
が
な
い
た
め
道
民

皆
脆
弱
で
あ
る
。　
、
　
日
に

２３

２４

は
留
萌
管
内
に
も
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
、
村

内
の
小
中
学
校
も
午
後
は
集

団
下
校
の
対
策
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。「
災
害
級
」
と

も
報
じ
ら
れ
た
連
日
の
猛
暑

は
扇
風
機
や
体
育
中
止
等
、

学
校
や
家
庭
で
で
き
る
対
策

の
限
界
を
越
え
て
い
た
事
は
、

皆
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。今

年
の
猛
暑
を
災
害
と
捉
え
、

村
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
次
の
３
点
を
提
案
し
村

長
の
考
え
を
伺
う
。

・
小
学
校
、中
学
校
、保
育
所
、

地
区
の
避
難
所
と
な
る
施
設

に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
。

・
所
得
制
限
等
を
し
た
上
で
、

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
希
望
す
る

世
帯
に
助
成
金
を
支
給
す
る
。

・
　
度
を
超
え
る
日
は
、
広

２８
報
車
に
よ
る
、
村
民
の
見
守

り
を
兼
ね
た
注
意
・
呼
び
か

け
を
行
う
。

②
高
齢
化
に
伴
い
、
足
腰
に

不
安
を
抱
い
た
り
、
病
気
や

身
体
に
障
害
の
あ
る
村
民
が

増
加
し
て
い
る
が
、
村
の
福
祉

住
宅
と
し
て
は
、
昭
和
に
建
て

ら
れ
た
道
営
福
祉
住
宅
が
本

村
に
２
棟
８
軒
あ
る
の
み
で

あ
り
、
こ
れ
も
現
在
は
公
営
住

宅
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。躓
き
や
転

倒
を
防
ぎ
、
誰
も
が
初
山
別

の
地
で
安
心
、
安
全
、
そ
し
て

豊
か
に
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る

よ
う
、
有
明
・
豊
岬
・
初
山
別

３
地
区
に
高
齢
や
病
気
、
身

体
に
障
害
を
持
つ
村
民
の
為

の
福
祉
住
宅
の
新
設
、
或
い

は
既
存
の
住
宅
を
福
祉
住
宅

に
改
修
・
改
築
し
て
は
ど
う
か

村
長
に
伺
う
。

村
長

①
学
校
、
保
育
所
・
地
区
の

避
難
所
と
な
る
施
設
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
方
が
利
用
す

る
公
共
施
設
を
快
適
に
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
対
策
を
取
る
こ
と
は
、
行

政
の
果
た
す
役
割
と
し
て
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。次
年
度
以
降

に
向
け
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

村
の
公
共
施
設
を
快
適
に
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
様
々
な
視

点
か
ら
十
分
検
討
を
深
め
た

う
え
で
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
願
い
ま
す
。

　
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
希
望
す

る
世
帯
に
助
成
金
を
と
の
こ

と
で
す
が
、
知
見
を
深
め
諸

情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
今
後
高
温
と
な
る
予
報
が

あ
る
と
き
は
村
支
援
メ
ー
ル

等
も
活
用
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
の
状
況
を
鑑

み
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な

方
策
を
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
村
単
独
で
の
整
備
と
な
り
ま

す
と
財
政
負
担
を
考
慮
す
る

と
大
変
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。し
か

し
な
が
ら
、
高
齢
者
や
障
害

者
等
に
配
慮
し
た
住
環
境
整

備
の
必
要
性
は
、
十
分
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
福
祉
に
特
化
し
た
住
環

境
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
問
一
答

議
員

　
ク
ー
ラ
ー
を
来
年
度
に
整

備
す
る
考
え
は
。

村
長

　
秋
か
ら
予
算
編
成
作
業
と

な
る
。急
ぐ
施
設
は
設
置
も

あ
り
う
る
。検
討
し
て
い
く
。

議
員

　
福
祉
住
宅
で
は
な
く
て
も
、

そ
れ
に
近
い
修
繕
な
ど
、
そ

う
い
っ
た
対
策
は
。

村
長

　
住
宅
は
必
要
な
パ
タ
ー
ン

が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
が
ベ

ス
ト
。入
居
条
件
が
合
わ
な

い
、
効
率
的
な
住
宅
活
用
が

で
き
な
い
こ
と
も
起
こ
る
。少

し
で
も
良
い
環
境
で
過
ご
せ

る
住
宅
は
必
要
と
思
う
。

議
員

　
で
き
る
事
を
進
め
て
い
っ
て
、

少
し
で
も
住
民
が
楽
に
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ ①学校、避難所へのクーラーの設置は

　 ②福祉住宅の新設、改修などは

Ａ　①十分検討を深め対策を講じたい
　　②福祉に特化した住環境整備の可能性に

ついて調査・検討したい



右

議会だ よ り
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

９
月
　
、　

日
に
わ
た
り
、

１２

１３

令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
を

審
議
し
、
全
て
の
会
計
を
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
 総
　
務
　
費
 

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

費垢
 髙
場
委
員

　
ど
の
よ
う
な
活
動
、
定
住

へ
の
支
援
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
ヨ
ガ
教
室
な
ど
７
事
業
を

実
施
、
起
業
に
関
し
相
談
も

受
け
て
い
る
。

〇
繋
小
屋
管
理
費

垢
 斉
藤
委
員

　
自
学
塾
の
利
用
実
績
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
登
録
者
最
大
６
名
、
開
催

日
数
１
０
３
日
と
な
っ
て
い

る
。

　
 民
　
生
　
費
 

〇
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

費垢
 髙
場
委
員

　
し
ょ
さ
ま
る
号
と
福
祉
有

償
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
境
目
と

　
歳
以
下
の
し
ょ
さ
ま
る
号

６５の
利
用
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
し
ょ
さ
ま
る
号
で
は
介
助

が
で
き
な
い
。
必
要
で
あ
れ

ば
福
祉
有
償
サ
ー
ビ
ス
と
な

る
。　

歳
以
下
の
利
用
は
な

６５

い
。

　
 衛
　
生
　
費
 

〇
予
防
費

垢
 三
谷
委
員

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
に
よ
る
後
遺
症
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
発
熱
や
関
節
痛
な
ど
は
聞

い
て
い
る
が
、
重
大
な
副
反

応
は
聞
い
て
い
な
い
。

〇
保
健
衛
生
費

垢
 斉
藤
委
員

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
数
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
村
で
設
置
は
各
会
館
等
　１２

か
所
、
民
間
で
２
か
所
と

な
っ
て
い
る
。

　
 農
林
水
産
業
費
 

〇
農
業
振
興
費

垢
 髙
場
委
員

　
冬
野
菜
生
産
へ
取
り
組
ん

だ
件
数
と
成
果
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
５
件
で
組
織
を
作
り
、
２

件
で
ハ
ウ
ス
を
導
入
。
栽
培

は
５
年
度
か
ら
と
な
る
。

　
 土
　
木
　
費
 

〇
住
宅
管
理
費

垢
 三
谷
委
員

　
住
宅
の
修
繕
要
望
に
つ
い

て
の
連
絡
は
、
さ
れ
た
の
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
４
年
度
は
修
繕
時
の
連
絡

と
な
っ
た
が
、
５
年
度
集
約

か
ら
事
前
連
絡
と
し
た
い
。

　
 消
　
防
　
費
 

〇
災
害
対
策
費

垢
 斉
藤
委
員

　
自
主
防
災
組
織
支
援
交
付

金
の
減
額
理
由
と
自
主
防
災

組
織
の
総
数
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
自
主
防
災
組
織
設
立
に
伴

う
防
災
備
蓄
品
と
訓
練
に
係

る
助
成
金
を
措
置
し
て
い
た

が
実
績
に
よ
り
減
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
　１０

組
織
、
人
口
カ
バ
ー
率
は

　
坩９
％
と
な
っ
て
い
る
。

８０垢
 髙
場
委
員

　
カ
バ
ー
率
が
１
０
０
％
に

な
ら
な
い
要
因
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
小
さ
な
自
治
会
が
設
立
に

至
ら
な
い
状
況
。
引
き
続
き

設
立
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
 教
　
育
　
費
 

〇
学
校
給
食
費

垢
 髙
場
委
員

　
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
を
導
入

し
、
学
校
給
食
に
近
い
か
た

ち
と
な
っ
た
か
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
９
割
の
方
が
喫
食
と
な
っ

て
い
る
状
況
。

　
 歳
　
　
　
入
 

〇
住
宅
使
用
料

垢
 斉
藤
委
員

　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済

の
状
況
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
納
入
相
談
を
行
い
不
納
欠

損
と
な
ら
な
い
よ
う
厳
正
に

対
処
し
て
い
き
た
い
。

　
住
民
か
ら
の
様
々
な
声
や

議
員
各
位
の
思
い
か
ら
活
発

な
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
実

質
公
債
費
比
率
６
坩７
％
、

ま
た
、公
債
費
　
億
と
い
う

２１

こ
と
で
前
年
よ
り
４
埀８
０

０
万
円
減
少
し
、
物
価
高
騰

の
折
で
す
が
健
全
な
財
政
を

維
持
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

１
年
間
も
や
は
り
コ
ロ
ナ
対

応
の
１
年
間
だ
っ
た
と
、
そ

し
て
８
月
の
大
雨
に
よ
る
甚

大
な
災
害
の
対
応
で
大
変
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
物
価

高
騰
も
続
い
て
お
り
ま
し
て
、

村
民
の
生
活
も
大
変
で
あ
り
、

村
も
同
じ
よ
う
に
経
費
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
水
道
料
、

下
水
道
料
を
上
げ
ず
に
村
民

の
暮
ら
し
の
た
め
に
据
え
置

い
て
こ
れ
る
、
小
さ
な
事
で

は
あ
り
ま
す
が
立
派
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
予
算
も
し
っ
か
り

と
結
果
を
残
し
て
よ
り
良
い

住
民
生
活
に
寄
与
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
議
 
長
 
所
 
感

決

算

審

査

特
別
委
員
会

加藤　委員長



宇

議会だ よ り議会だ よ り
 

①
民
間
賃
貸
住
宅
補
助
事
業

・
施
工
状
況
及
び
現
況
確
認

　
補
助
金
額

　
　
４
０
埀０
０
０
千
円

【
所
見
】

　
適
正
な
維
持
管
理
及
び
有

効
に
利
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
。

②
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業

・
改
修
部
分
及
び
現
況
確
認

【
所
見
】

　
利
用
者
が
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
早
期
の
改
修
を

望
む
。

③
大
雨
被
害
状
況

・
被
害
状
況
を
調
査

【
所
見
】

　
被
害
区
間
が
広
が
ら
な
い

よ
う
、
早
期
の
復
旧
を
望
む
。

※
事
務
調
査

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
計
画
に

つ
い
て

　
所
管
す
る
企
画
振
興
室
よ

り
経
過
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

・
さ
さ
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業
に
つ
い
て

　
所
管
す
る
住
民
課
よ
り
現

状
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

・
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

に
つ
い
て

　
所
管
す
る
住
民
課
よ
り
現

状
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

　
去
る
８
月
　
日
、
札
幌
市

１７

に
お
い
て
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
体
広
報
広
聴
研
究

所
・
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

金
井
茂
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
伝
わ
る
議
会
報
の
編
集
や

ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、
議
会

報
作
成
に
お
け
る
情
報
の
構

造
化
や
表
現
方
法
に
つ
い
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
今
回
は
ど
ん
な
内
容
に

す
る
の
か
」
と
い
う
点
に
目

が
行
き
が
ち
で
す
が
、
文
字

の
配
列
や
強
調
に
よ
る
デ
ザ

イ
ン
性
も
重
要
で
あ
る
事
を

学
び
、
と
て
も
実
り
の
あ
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　総務経済常任委員会（長谷川幸廣委員長）は、１０月６日に本年度予算に計上された

主な事業の実施状況及び大雨による災害個所についての現地調査を行い、検討の結

果をとりまとめ村に提出しました。

　主な調査場所と検討結果は次のとおりです。

村 内 主 要 事 業 等 を 調 査

議
会
広
報研

修
会



烏

議会だ よ り議会だ よ り
　
去
る
８
月
　
日
、
４
年
ぶ
り
に

２９

留
萌
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
羽
幌
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
人
が
輝
き
・
ま
ち
が
輝
く
！
」

～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
・
し
も
か
わ
の

挑
戦
！
～
と
題
し
、
前
下
川
町
長
、

現
在
は
公
益
財
団
法
人
は
ま
な
す

財
団
専
務
理
事
で
あ
り
ま
す
谷
一

之
氏
の
講
演
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
下
川
町
な
ら
で
は
の
特
色
を
生

か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
等
内
容

が
充
実
し
た
話
で
あ
り
ま
し
た
。

　
参
考
に
な
る
話
も
あ
り
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
、

村
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
再
開

さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
岬
ま
つ
り
は
、

あ
い
に
く
の
雨
で
前
夜
祭
が

中
止
に
な
っ
た
。
本
祭
は
、

小
平
で
通
行
止
が
あ
っ
た
り
、

出
店
者
側
も
４
年
ぶ
り
と
い

う
事
で
、
準
備
に
右
往
左
往

だ
っ
た
が
、
先
ず
先
ず
の
人

出
で
賑
わ
っ
て
く
れ
た
。
後

日
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

は
天
候
に
恵
ま
れ
夜
空
一
杯

に
広
が
っ
た
。
秋
に
は
敬
老

会
も
コ
ロ
ナ
を
避
け
な
が
ら

飲
食
付
き
で
開
催
さ
れ
、
昭

和
の
歌
を
聴
き
な
が
ら
、
互

い
に
長
寿
を
祝
い
合
い
、
心

弾
ん
だ
。
と
同
時
に
裏
方
に

徹
し
、
一
生
懸
命
準
備
し
て

く
れ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝

し
、
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
。
人
と

人
の
心
を
繋
い
で
く
れ
た
あ

な
た
に
。

（
文
責
・
三
谷
　
博
子
）

　
編
集
後
記

議　　会　　の　　う　　ご　　き

９　　　月８　　　月

第３回定例会（議長外全議員）

１２・１３

北海道後期高齢者医療広域連合議会臨時会

（議長・札幌市）
８

決算審査特別委員会

（委員長外委員全員及び議長）
例月出納検査（監査委員）１３

１０　　　月
初山別村戦没者追悼式

（議長外議員多数）
１５

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員長外委員全員及び議長）
６

議会運営委員会

（委員長外委員全員及び議長）
２５

例月出納検査（監査委員）１３議会全員協議会（議長外全議員）

議会報発行特別委員会

（委員長外委員多数）
１７

留萌管内町村議会議員研修会

（議長外全議員・羽幌町）
２９

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員長外委員全員及び議長）
２０９　　　月

初山別村敬老会（議長外全議員）８

留
萌
管
内
町
村

議
会
議
員
研
修
会



羽

　９月末、地球の歴史を歩きながら学ぶイベント「地球

４６億年の旅」を開催しました！ ２．３キロを歩きましたが、

何と一歩は１００万年分？ ！ 壮大すぎる話に圧倒される事

も多くありましたが、知らなかった地球の歴史について

知る事ができました。参

加してくださった方とは、

ゆっくりお話をする時間も

あり、有意義な時間と

なったと思います。参加し

てくださった方、ありがと

うございました！【石田】

協
力
隊
ほ
 っ
 と
 Ｎ
 Ｅ
 Ｗ
Ｓ

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

Ｉｎｓｔａｇｒａｍページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｉｎｓｔａｇｒａｍ．ｃｏｍ/
ｏｋｏｓｈｉ．ｇｉｒｌｓ_ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ/

ｆａｃｅｂｏｏｋページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

　１０月のイベントに

向けて、ほしの工房

さんにてお餅作りを

お手伝いさせて頂きました。地元の

ベテランお母さん達に熟練の技を

教えていただきながらの作業は毎

回学ぶことが多く本当に楽しいで

す。そして作り終えた後に、作業し

た皆さんと一緒にいただく出来立

てのまだ暖かくて柔らかいお餅は、

格別の美味しさでした！【荻原】

地球46億年の旅

ア
ク
セ
ス
バ
ー
ズ
、チ
ネ
イ
ザ
ン

施
術
体
験
会
開
催
し
ま
し
た
！

協力隊退任のご挨拶「ありがとうございました ！」

　１０月を持ちまして、初山別村地域おこし協力隊員を

退任いたしました。１年半、初山別村の四季を感じら

れたこと、皆様と関わらせていただいたこと、この先

の人生において糧となる貴重な経験でした。その経験

を活かして、今後さらに飛躍していきたいと思います。

本当にありがとうございました。【石川】

　
協
力
隊
企
画
と
し
て
ア
ク
セ
ス
バ
ー
ズ

と
チ
ネ
イ
ザ
ン
の
施
術
体
験
会
を
開
催
し
、

た
く
さ
ん
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
！
皆
さ
ん
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ

て
い
て
、
体
験
後
に
「
体
全
体
も
心
も
緩

ん
だ
。」「
ス
ッ

キ
リ
。」「
気
持

ち
よ
か
っ
た
。」

「
静
か
な
世
界

に
来
た
み
た

い
。」「
定
期
的

に
受
け
た
い
。」

他
に
も
様
々
な

ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

施
術
を
受
け
た

後
、
数
日
経
っ

て
か
ら
の
変
化

を
報
告
し
て
い
た
だ
け
る
方
も
い
ら
し
て
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
日
程

は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
、
体
験

し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
！
【
池
田
】

お餅づくり しました！



１ ０ 月のこんなことあんなこと

迂

一 祭 合 祭

初山別中学校学校祭（９月３０日）

力を合わせて　笑顔あふれる　最高のステージを

初山別小学校学校祭（１０月７日）

全校合全校合唱唱「「大切なもの大切なもの」」

無無踊踊（（ダンスダンス））

演演劇劇「「赤ずきんは機嫌が悪い赤ずきんは機嫌が悪い」」

文化部（演奏文化部（演奏））「「小さな恋のう小さな恋のうたた」」他他

赤い羽根共同募赤い羽根共同募金金

リングプル回リングプル回収収

「夢をかなえてドラえもん 他「夢をかなえてドラえもん 他」」 「初コンフィールド北海道へようこそ「初コンフィールド北海道へようこそ」」

「愛の花 他「愛の花 他」」 「ルパン三世 他「ルパン三世 他」」

５・６年生 表５・６年生 表現現

「ストップザ脳内レボリューション「ストップザ脳内レボリューション」」

１年生 挨１年生　挨拶拶「「はじめのことばはじめのことば」」

３・４年生 表３・４年生　表現現「「初小ソーラン2023初小ソーラン2023」」

１・２年生 音１・２年生 音楽楽 １・２年生 表１・２年生 表現現

３・４年生 音３・４年生 音楽楽 ５・６年生 音５・６年生 音楽楽

少年の主少年の主張張 英語暗英語暗唱唱

演演劇劇「「鶴のどんでん返し鶴のどんでん返し」」

総合的な学習の発総合的な学習の発表表



雨

ふじみ保育所　おゆうぎ会（１０月２２日）

歌歌「「どんないろがすきどんないろがすき」」

ちゅーりっぷ・たんぽぽちゅーりっぷ・たんぽぽ組組 ちゅーりっぷちゅーりっぷ組組

ちゅーりっぷ・たんぽぽちゅーりっぷ・たんぽぽ組組 ちゅーりっぷ・たんぽぽちゅーりっぷ・たんぽぽ組組

たんぽぽたんぽぽ組組 ひまわりひまわり組組

ひまわりひまわり組組 ひまわりひまわり組組

遊遊戯戯「「ミツバチハニーミツバチハニー」」

表現あそ表現あそびび「「はらぺこあおむし」はらぺこあおむし」①① 表現あそ表現あそびび「「はらぺこあおむし」はらぺこあおむし」②②

遊遊戯戯「「怪物くん怪物くん」」 歌歌「「あおいそらにえをかこうあおいそらにえをかこう」」

遊遊戯戯「「ダンスダンス ！！ダンスダンス ！！ダンスダンス ！！ 」」 劇劇「「ともだちほしいなおおかみくんともだちほしいなおおかみくん」」

☆中学校　学校祭☆

　生バンド演奏や有明獅子舞の披露な

ど初中らしいステージが繰り広げられ、

“なつかし”の『ダンス』に思わず「オ

レッ！」と口ずさんでしまいました。

……………………………………………

☆小学校　学芸会☆

　１年生から６年生までが一体となり

笑いと感動の学芸会を作り上げてくれ

ました。子どもたちの成長した姿がみ

られたようです。

……………………………………………

☆保育所　おゆうぎ会☆

　この日のために練習を重ねてきたお

遊戯や楽器演奏を見せてくれました。

その可愛らしい歌や踊りで会場のお客

さんを和ませました。

　小・中学生を対象に北海道で開催され

る唯一の全国展「馬の絵作品展」にて、

初山別中学校２年生の菅原梓紗さんが初

出品で初の入選を果たしました。おめで

とうございます！

馬の絵作品展入選

　村づくりに興味を持ってもらうことを目的

として、初山別中学校生徒へ森林環境税の使

途を募集し、沢山のアイデアが村へ提出され

ました。中には「木製のガンダムの作成」な

どユニークな意見もありました。

森林環境税使途のアイデアの提出



秋秋 の 防 災 特の 防 災 特 集集

卯

●１０月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

お茶の間懇談会（有明）３昇
ほしっこくらぶ４昌
お茶の間懇談会（豊岬）５昭

お茶の間懇談会（初山別）
ヘルスアップ教室（豊岬・初山別）

６晶

初山別小学校　学芸会７松
ふじみ町内会防災訓練８掌
乳幼児健診１１昌

予防接種
留萌地区老人クラブ大会

１２昭

協力隊企画「アクセスバーズ・チネイザン体験会」（～１５日）
ヘルスアップ教室（有明・初山別）

１３晶

コロナ予防接種（豊岬）１４松
コロナ予防接種（初山別）１５掌
コロナ予防接種（有明）１６捷
ヘルスアップ教室（豊岬・初山別）２０晶
ふじみ保育所おゆうぎ会２２掌
ヘルスアップ教室（有明・初山別）２７晶

　小・中学校に

て合同１日防災

学校が行われま

した。大地震を

想定した避難訓

練の後、小学生

は防災カルタや

防災マップの確

認、段 ボ ー ル

ベッド作りを体

験し、中学生は避難所運営ゲーム「Ｄｏは

ぐ」を行い、防災意識の向上を図りました。

（１０月２４日）

初山別村小・中学校合同防災学校
　スポーツセン

ターにてふじみ町

内会防災訓練が行

われました。役場

職員より防災マッ

プに関する説明の

後、消火器の使い

方、非常食の試食

などを体験されま

した。これからは

乾燥が続き火災が発生しやすい気象条件に

なりますので、火の取り扱いには十分にお

気を付けください。（１０月８日）

ふじみ町内会防災訓練

識
竺

鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫

今月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび

☆よみきかせ　でした。

　（１０月４日、１８日）

ほしっこくらぶ －１０月号－

１１月の「ほしっこくら

ぶ」は１５日、２９日に

自然交流センター２

階小ホールにて開催

予定です。

　地域ささえ愛活動として高齢者を対象にラジオ

体操を実施している「豊岬ブックカフェ」が、ラジ

オ体操の普及促進に寄与したとして、かんぽ生

命保険より表彰を受けました。（１０月２７日）

豊岬ブックカフェ受賞



鵜

 噛
暮
 ら
 し
噛

■
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
メ
ー
ル
及
び
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

関
す
る
こ
と

垢
 村
か
ら
配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

一
方
的
に
送
ら
れ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
者

が
自
ら
援
助
申
請
で
き
る
よ
う
な
、
住
民
側
か
ら

返
信
で
き
る
機
能
を
拡
充
し
て
も
ら
い
た
い
。

茅
 Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
介
し
て

の
返
信
に
つ
き
ま
し
て

は
可
能
で
は
あ
り
ま
す

が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
は
複
数
人
で

管
理
で
き
る
た
め
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
も
現
時
点
に
お

い
て
は
実
用
的
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

垢
 メ
ー
ル
以
外
の
受

信
方
法
は
あ
る
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
で
発
信

さ
れ
る
か
。

茅
 固
定
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
あ
り
ま
す
。
固
定
電

話
で
受
け
る
場
合
は
配
信
さ
れ
る
文
章
が
自
動
音

声
に
よ
り
流
れ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
る
場
合
は
自
動

で
文
章
に
て
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

■
住
宅
に
関
す
る
こ
と

垢
 公
営
住
宅
を
新
築
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

茅
 公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
き
、
毎
年
１

棟
ず
つ
修
繕
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
計
画
終
了
を
迎

え
、
耐
用
年
数
越
え
の

住
宅
が
６
、
７
割
と
い

う
状
況
で
す
。
時
期
は

未
定
と
な
り
ま
す
が
川

北
台
に
１
棟
２
戸
ほ
ど

の
公
営
住
宅
の
建
設
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

村
営
住
宅
に
つ
い
て
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
付
加
し
た
新
築
を
建
設
し
て
い
く
方
針
で
す
。

垢
 空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
ど
の
よ
う
な
支
援
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
空
き
家
の
所
有
者
は
公
表

さ
れ
て
い
る
の
か
。

茅
 村
へ
の
移
住
・
定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
、
村

内
の
空
き
家
を
登
録
し
、
貸
し
手
（
売
り
手
）
と

借
り
手
（
買
い
手
）
の
間
を
村
が
橋
渡
し
す
る
制

度
で
す
。
空
き
家
の
所
有
者
等
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
間
取
り

及
び
写
真
と
も
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

噛
防
　
　
災
噛

■
猛
暑
日
に
関
す
る
こ
と

垢
 今
年
の
夏
は
特
に
暑
か
っ
た
が
、
広
報
車
等

に
よ
る
注
意
喚
起
は
行
っ
て
い
た
か
。

茅
 熱
中
症
警
報
が
発

令
さ
れ
る
と
保
健
師
等

が
手
分
け
し
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
及
び
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に

対
し
、
電
話
で
安
否
確

認
も
兼
ね
た
注
意
喚
起

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

次
年
度
も
同
様
の
暑
さ

が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

メ
ー
ル
等
に
よ
る
注
意
喚
起
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
そ
の
他

垢
 街
灯
が
切
れ
て
い
た
場
合
ど
こ
に
連
絡
す
れ

ば
よ
い
か
。

茅
 村
道
に
関
し
て
は
、
全
て
村
の
管
轄
で
あ
り
、

街
灯
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
番
号

を
役
場
ま
で
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。
村
で
も
再
度

全
村
を
確
認
し
修
繕
し
て
ま
い
り
ま
す
。

有明・栄地有明・栄地区区

初山別・千代田地初山別・千代田地区区

＊
有
明
・
栄
地
区
　
　
　
　
　
　
　
人
１１

＊
初
山
別
・
千
代
田
地
区
　
　
　
３
人

＊
豊
岬
・
明
里
・
共
成
地
区
　
　
５
人

各
地
区
の

参
加
人
数

豊岬・明里・共成地豊岬・明里・共成地区区

お茶の間懇談会
でのご意見（抜粋）
　１０月３日、５日、６日の３

日間、村内各地区においてお

茶の間懇談会が開催されまし

た。

　村長・副村長・教育長・各次

課長が各地区を回る形式で

実施し、住民の皆さまにご参

加いただきました。

　各地区にていただいたご意

見を抜粋してご紹介します。



　
帯
状
疱
疹
は
水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ

ル
ス
（
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
）

が
原
因
で
起
こ
る
皮
膚
の
病
気
で
す
。

多
く
の
方
は
子
ど
も
の
時
に
水
ぼ
う

そ
う
に
感
染
し
ま
す
が
、
治
っ
た
後

も
ウ
イ
ル
ス
は
体
内
（
神
経
節
）
に

潜
伏
し
続
け
ま
す
。
過
労
や
ス
ト
レ

ス
、
病
気
な
ど
で
免
疫
が
低
下
す
る

と
ウ
イ
ル
ス
が
再
び
活
性
化
し
、
帯

状
疱
疹
を
発
症
し
ま
す
。
日
本
の
成

人
の
　
％
以
上
は
水
痘
・
帯
状
疱
疹

９０

ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

歳
ま
で
に

８０

約
３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
　
歳
代
か
ら
発

５０

症
率
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
　
～
　
代
の
若
い
世
代
の
発
症
も

２０

３０

増
え
て
い
ま
す
。

■
症
状

①
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
に
神
経
痛
が

出
現
す
る
。（
ピ
リ
ピ
リ
、
チ
ク

チ
ク
、
ズ
キ
ズ
キ
し
た
痛
み
）

②
数
日
か
ら
１
週
間
後
、
痛
み
が
あ

る
部
分
に
痛
み
や
痒
み
を
伴
う
赤

い
発
疹
が
帯
状
に
出
る
。

③
発
疹
の
中
に
水
ぶ
く
れ
が
で
き
、

た
だ
れ
る
。

④
３
週
間
程
度
で
た
だ
れ
た
と
こ
ろ

が
か
さ
ぶ
た
に
な
り
、
症
状
が
治

ま
る
。

　
帯
状
疱
疹
の
多
く
は
胸
や
背
中
、

腹
部
な
ど
上
半
身
に
現
れ
、
顔
面
や

目
の
周
り
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■
合
併
症

　
多
く
の
場
合
、
発
疹
が
治
る
と
痛

み
も
消
え
ま
す
が
、
神
経
の
損
傷
に

よ
っ
て
そ
の
後
も
痛
み
が
続
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛
（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）」
と
呼
ば
れ
、
最
も

頻
度
の
高
い
合
併
症
で
す
。
ま
た
、

帯
状
疱
疹
が
現
れ
る
部
位
に
よ
っ
て
、

角
膜
炎
、
視
力
低
下
、
顔
面
神
経
麻

痺
、
難
聴
、
め
ま
い
等
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
原
因

　
加
齢
等
に
よ
る
免
疫
機
能
の
低
下

が
発
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
、
糖
尿
病
や
が
ん
な
ど

も
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
治
療

　
帯
状
疱
疹
が
疑
わ
れ
る
場
合
皮
膚

科
を
受
診
し
ま
す
。
重
症
化
さ
せ
な

い
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
受
診

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
治
療
は
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
と
、
痛
み
止
め
が
中
心

と
な
り
ま
す
。

①
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

　
ウ
イ
ル
ス
に
直
接
作
用
す
る
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
は
、
症
状
が
出
て
か
ら
な

る
べ
く
早
く
（
発
症
か
ら
　
時
間
以

７２

内
）
服
薬
す
る
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス

の
増
殖
を
防
ぎ
、
神
経
へ
の
障
害
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
く
軽
症
の
場
合
や
既
に
ウ
イ
ル

ス
の
活
性
化
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
塗
り
薬
、
症
状
が
軽
度
～
中

程
度
の
場
合
は
飲
み
薬
、
重
症
の
場

合
は
入
院
し
た
上
で
点
滴
に
よ
る
治

療
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
痛
み
止
め

　
痛
み
止
め
は
あ
く
ま
で
も
痛
み
に

対
す
る
治
療
で
あ
り
、
帯
状
疱
疹
そ

の
も
の
を
抑
え
る
た
め
に
は
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
に
よ
る
治
療
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

■
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）

の
治
療

　
　
歳
以
上
で
帯
状
疱
疹
を
発
症
し

５０
た
人
の
う
ち
、
約
２
割
は
３
ヵ
月
以

上
痛
み
が
続
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

皮
膚
の
発
疹
が
な
く
な
っ
た
後
も
強

い
痛
み
が
残
る
場
合
は
Ｐ
Ｈ
Ｎ
が
疑

わ
れ
ま
す
。「
刺
す
よ
う
な
痛
み
」

「
焼
け
る
よ
う
な
痛
み
」
と
表
現
さ

れ
、
概
ね
３
ヵ
月
以
上
痛
み
が
残
る

場
合
に
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

■
予
防

　
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
、

適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
、
十
分
な
睡
眠
な
ど
規
則
正
し
い

生
活
を
お
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
帯
状
疱
疹
に
は
ワ
ク
チ
ン
が

あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
こ
れ
ま
で

「
　
歳
以
上
の
者
」
と
さ
れ
て
い
ま

５０
し
た
が
、
今
年
の
６
月
か
ら
「
罹
患

す
る
リ
ス
ク
の
高
い
　
歳
以
上
」
が

１８

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
病
気
の
治
療
等

で
免
疫
力
が
下
が
っ
て
し
ま
う
方
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
お
す
す
め
で
す
。

（
保
健
師
　
小
泉
）

窺

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

 帯
  状
  疱
  疹
 と
は

た
い
 じ
ょ
う
 ほ
う
 し
ん
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■
「
自
筆
遺
言
書
作
成
講
座
」
の
開

催
に
つ
い
て

　
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局
で
は
、

自
筆
証
書
遺
言
書
の
作
成
を
お
考
え

の
方
向
け
に
、「
自
筆
遺
言
書
作
成

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
講
座
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
書

の
メ
リ
ッ
ト
や
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
、
ま

た
、
当
支
局
で
行
っ
て
い
る
自
筆
証
書

遺
言
書
保
管
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

　
遺
言
書
の
作
成
を
考
え
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
令
和
５
年
　
月
　
日（
火
）

１２

１９

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

　
　
　
午
後
４
時
　
分
００

場
所
：
留
萌
市
大
町
２
丁
目
　
番
地

１２

　
　
　
留
萌
地
方
合
同
庁
舎
２
階

定
員
：
先
着
　
名
（
要
予
約
）

１６

費
用
：
参
加
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
０
４
９
２

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://h

o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.g
o
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■
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の
ご

案
内

　
ご
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
は
、

法
務
局
で
安
全
・
確
実
に
保
管
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
法
務
局
に
預
け
て
お
け
ば
、
紛
失

や
改
ざ
ん
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
本

人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
ご
遺
族

に
通
知
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
遺
言
書
の
内
容
を
証
明
書
と
し

て
取
得
し
、
相
続
登
記
手
続
や
金
融

機
関
で
の
各
種
手
続
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
旭
川
地
方
法
務
局
供
託
課

　
緯
０
１
６
６
儿
３
８
儿
１
１
６
７

※
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
８
時

　
分
か
ら
午
後
５
時
　
分
ま
で

３０

１５

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

【
手
続
の
詳
細
】

旭
川
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
s://h

o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.g
o
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独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
開
発
途
上
国
で

現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な
が

ら
、
と
も
に
働
き
、
人
づ
く
り
国
づ

く
り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
秋
募
集
の
期
間
中
、
旭
川
市
に
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
帰
国
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
か
ら
の
現
地

の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
応
募
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
を
得

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
参
加
無
料
・

予
約
等
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
：
旭
川
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
旭
川
市
１
条
通
８
儿
１
０
８

　
　
　
フ
ィ
ー
ル
旭
川
７
階

日
時
：
令
和
５
年
　
月
　
日（
土
）

１１

２５

午
後
２
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

００

００

参
加
費
：
無
料
、
予
約
不
要
。
そ
の

他
の
説
明
会
に
関
し
て
は
以
下
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
公
社
）青
年
海
外
協
力
協
会

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
東
北
（
業
務
委
託
先
）

　
緯
０
２
２
３
儿
３
６
儿
９
８
５
１

　
糸b

o
sh
u
-to
h
o
k
u
@
jo
ca
.o
r.j

 
 
  
 
   
 
 
 
 
 
  
  
  
   

p

 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.jica.go.jp/volu

n
teer
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警
察
で
は
、
事
件
や
事
故
の
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
、
家
庭
内
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
、
お
子
さ
ん
の
い
じ
め
問

題
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
警
察
相
談
電
話
】

○
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番

　
＃
８
１
０
３

※
＃
８
１
０
３
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
、

０
１
２
０
儿
７
５
６
儿
３
１
０

○
少
年
相
談
１
１
０
番

　
０
１
２
０
儿
６
７
７
儿
１
１
０

○
暴
力
団
相
談
電
話

　
０
１
１
儿
２
２
２
儿
０
２
０
０

○
道
警
相
談
セ
ン
タ
ー

　
＃
９
１
１
０

運
動
期
間
　
　
月
　
日（
月
）～
　
月

１１

１３

１１

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

旭
川
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

秋
募
集
説
明
会
に
つ
い
て

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
に
広
げ
よ
う

被
害
者
支
援
の
輪

冬
の
交
通
安
全
運
動
～
交
差
点
に
お
け

る
歩
行
者
保
護
と
ス
リ
ッ
プ
事
故
～
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日（
水
）の
　
日
間

２２

１０

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

・
交
差
点
と
そ
の
付
近
で
は
歩
行
者

の
動
き
に
十
分
注
意
し
て
、
右
左
折

時
は
し
っ
か
り
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

て
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
め
に
冬
タ
イ
ヤ
の
点
検
と
交
換

を
実
施
し
て
、
降
雪
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん

・
こ
れ
か
ら
日
没
時
間
は
更
に
早
く

な
り
ま
す
。
夜
間
に
外
出
す
る
と
き

は
、
明
る
め
の
服
装
を
し
た
り
、
反

射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
横
断

歩
道
を
利
用
し
、
横
断
中
も
常
に
左

右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
は
悪
質

な
犯
罪
で
す
。「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
、
そ
し
て
見
逃
さ

な
い
」
北
海
道
か
ら

飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
日
酔
い
で
の
運
転
も
「
飲
酒
運

転
」
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

カ
ー
で
確
認
す
る
な
ど
、
体
に
ア
ル

コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　広報しょさんべつ９月号にて掲載しま

した、空き家バンク登録住宅（旧・髙橋

宅）ですが、１０月２６日をもって成約とな

りましたのでお知らせします。

空き家バンクへの登録に関するお問い合わせ

初山別村役場　企画振興室企画振興係

ＴＥＬ ０１６４－６７－２２１１

空き家バンク情報
人権擁護委員の再任について

　令和５年９月３０日任期満了になった、初山

別村人権擁護委員永井範子さんが法務大臣か

ら再委嘱されました。

　人権に関する問題等で、聞きたいことがあ

りましたら、ご相談されるようお知らせいた

します。

　なお、村内では永井さんのほか、松本弘哉

さんが人権擁護委員として活躍されております。



臼

　地方税ポータルシステムエルタックスは、

北海道で扱う「法人道民税・法人事業税・

特別法人事業税」と初山別村で扱う「個人

道村民税」「法人村民税」「固定資産税（償

却資産）」の申告、一部の届出及び「固定

資産税（償却資産）」を除く各税目の納税

をインターネットを利用して行えるシステ

ムです。

猿詳しい情報、ご利用届出は
　　　　　ホームページをご覧ください。

　ホームページアドレス

　　　　https://www.eltax.lta.go.jp/

※予定価格が１３０万円以上の建設工事及び調査・測量設計委託業務 
　　　 落札率小数点第２位四捨五入 （単位：円）

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｒ５
９.１１

９３.２%１,４９６,０００〇１,６０６,０００㈱前田建設

（初山別村）初山別土建㈱
村有車庫
屋根葺替工事

一)工事１

６月９日
（初山別村）㈱前田建設

（初山別村）㈲本堂建設

Ｒ５
１２.２６

９７.４%９１,８５０,０００〇９４,３２５,０００初山別土建㈱

（初山別村）初山別土建㈱

中峰橋補修工事
一)工事２

６月９日
（初山別村）㈲道北水道設備

（初山別村）㈱前田建設

Ｒ５
１０.１０

９５.３%５,５２２,０００〇５,７９７,０００㈱測新開発

（旭川市）㈱測新開発有明跨線橋
更新工事実施設計
委託業務

一)業務５

６月９日
（旭川市）旭川設計測量㈱

（東神楽町）㈱及川土木設計

Ｒ５
１０.１１

９４.９%２,６４０,０００〇２,７８３,０００
㈱司設計
事務所

（旭川市）㈱司設計事務所村民プール
改修工事実施設計
委託業務

一)業務６

６月９日
（旭川市）㈱柴滝建築設計事務所

（旭川市）㈱中原建築設計事務所

Ｒ５
９.２９

９６.７%５,２１４,０００〇５,３９０,０００㈲本堂建設

（初山別村）初山別土建㈱
村有住宅
外部改修工事

一)工事３

７月１８日
（初山別村）㈱前田建設

（初山別村）㈲本堂建設

Ｒ５
１０.３１

９６.４%２,３５４,０００〇２,４４２,０００
㈲道北水道
設備

（初山別村）初山別土建㈱
個別排水
処理施設工事

農集)

工事１

７月１８日

（初山別村）㈱前田建設

（初山別村）㈲道北水道設備

Ｒ５
９.１９

８７.７%１,８１８,０８０〇２,０７２,４００
愛知時計
電機㈱

（札幌市）愛知時計電機㈱

水道計量器
水)物品１

７月１８日
（札幌市）アズビル金門㈱

（札幌市）東洋計器㈱

Ｒ５
１２.１２

９３.６%２,８８２,０００〇３,０８０,０００㈱測新開発

（旭川市）㈱測新開発共成跨線橋
更新工事測量概略
設計委託業務

一)業務８

８月２４日
（旭川市）旭川設計測量㈱

（東神楽町）㈱及川土木設計

Ｒ５
１０.３１

９６.０%２,６４０,０００〇２,７５０,０００㈲三協産業

（初山別村）初山別土建㈱

水道計量器
取替工事

水)工事１

８月２４日

（初山別村）㈱前田建設

（初山別村）㈲道北水道設備

（初山別村）㈲三協産業

入札及び見積合せ結果のお知らせ（令和５年度　5．4～5．9）

道税・村税の申告・納税がネットでできる

北海道留萌振興局税務課　ＴＥＬ 0164－42－8416

初山別村総務課税務課係初山別村総務課税務課係　ＴＥＬＴＥＬ 0164－67－2210164－67－22111



受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和５年１２月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇

（第４水曜日２７日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日２７日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２８日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（４日）〇
整形専門外来

予約制

８：００～１１：００穴口医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１２日・２６日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１１日・２５日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（１４日・１８日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（５日・１２日・１９日・２６日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（５日・６日・１２日・１９日・２０日・２６日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（６日・２０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※新年は１月４日（水）から診療を開始します。
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で１９日（木）に行います。

渦

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

ひとのうごき

～令和５年１０月末～

人口と世帯数
人口 １,０５９人
　　　（＋１人）
 男 ５１６人
 女 ５４３人
 世帯数 　５１５世帯 
　　　（±０世帯）

（　） は前月比

転　　入
１０／１０　山　下　　　実（初山別）

　　　　　　　　葉　子

　　　　　　　　英　子

おくやみ

１０／１８　庄　子　　　悟

　　　　　　　　　８５歳（初山別）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※午前の内科は予約優先で診察を行うため、予約をしていない場合は待ち時間が長くなることがあります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※新年は１月４日（木）から診療を開始します。
※巡回診療は、九重コミュニティセンター（苫前町）で２１日（木）に行います。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）



　初山別村民憲章　　くらしを楽しみ、しあわせな住みよい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１１／１０～１２／１３ ）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（１１月号）
粗大ごみ

１０晶

　

月

１１

インフルエンザ予防接種（自然交流センター）１１松
１２掌
１３捷
１４昇

初小まつり
ほしっこくらぶ

１５昌

１６昭
破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）１７晶

１８松
１９掌
２０捷
２１昇
２２昌
２３昭

広報配布（お知らせ版）２４晶
初山別コミュニケーションパーティー２５松

２６掌
２７捷
２８昇

ほしっこくらぶ会場開放日２９昌
予防接種３０昭

１晶

　

月

１２

インフルエンザ予防接種２回目（自然交流センター）２松
３掌
４捷
５昇
６昌
７昭

ふじみ保育所　クリスマス会８晶
９松
１０掌
１１捷
１２昇

広報しょさんべつ配布（１２月号）１３昌

嘘

気象台ひと口メモ　～冬に備える～
　上川・留萌地方では、朝晩を中心に冷え込み本格

的な冬の到来を迎えます。

・旭川の「初雪」の平年値は１０月１９日

・積雪計で１㎝以上を観測した日は、１１月４日

・降った雪が融けずに積雪状態が継続する「長期

積雪」（根雪）は１１月２４日

　今から７年前の２０１６年は冬の訪れが早く、旭川で

の初雪は１０月２０日とほぼ平年並みでしたが、「長期

積雪」は１０月２９日と平年より１ヶ月程度早く、１１月上

旬には３０センチを超える積雪となりました。

　このように年によっては、急に積雪状態になること

もあります。峠や山間部では平地よりも気温が低いた

め、平地は雨でも峠や山間部では路面が凍結・積雪

状態となることがありますので、車で峠を通行する方

や山間部にお住いの方は、天気予報や週間天気予

報で雪の予報が発表されたら、車のタイヤ交換など

早めに冬の備えを行いましょう。気象台では、峠や山

間部で初めて積雪状態になると予想されたとき、平

地で初めて積雪状態になると予想されたときには、

「雪に関する気象情報」を発表して積雪や路面の凍

結による交通障害について注意を呼びかけています。

　気象庁ホームページの「今後の雪」では、１時間

毎に推定した積雪の深さと降雪量の分布と６時間先

までの予測の積雪の深さと降雪量の分布を見ること

ができますので、お出かけの際は最新の天気予報や

交通情報などと併せてご利用ください。

「花いっぱい運動」国道花壇撤去

　春先に植栽していただいた、初山別市街

地の国道花壇の一斉撤去を実施しました。

　花壇は１時間ほどできれいに冬支度が

整いました。ご協力いただきました皆さま、

ありがとうございました。（９月３０日）

※お問合せ先　旭川地方気象台

　（電話：０１６６－３２－７１０２）

※旭川地方気象台ホームページ

　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

※気象庁ホームページ「今後の雪」

　https://www.jma.go.jp/bosai/snow/#zoom:7/lat:43.395740/

　lon:140.690198/colordepth:deep/elements:snowd

～編集後記～碓
　皆さんこんにちは。広報担当の木村で

す。先日、とある撮影にて「毎月、編集

後記楽しみにしてます！」とお声がけい

ただき、広報マンとしてやりがいを感じ

られる瞬間がありました。どなたかの生

活の楽しみの１つとなっているというこ

とに、とても嬉しく思います。広報担当

となって早２年半が過ぎようとしていま

すが、初心を忘れず、今後もより一層、

興味を持ち手に取っていただけるような

広報誌づくりに精進して参ります。


